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あぐりスクール入学式

Ｊ
Ａ
石
見
銀
山
地
区
本
部
が
６
月

22
日
に
、『
令
和
元
年
度
あ
ぐ
り
ス

ク
ー
ル
』を
開
講
し
ま
し
た
。
今
年

度
は
小
学
生
親
子
14
組
が
参
加
し
、

年
間
４
回
の
講
座
を
通
し
て
、
農
業

を
体
験
し
ま
す
。

入
学
式
で
は
、
同
地
区
本
部
の
山

﨑
辰
次
常
務
理
事
本
部
長
が「
農
業

を
通
じ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
し

て
ほ
し
い
」と
参
加
者
へ
語
り
ま
し
た
。

入
学
式
終
了
後
は
、
地
区
本
部
近

く
の
ほ
場
に
て
、
ナ
ス
・
ミ
ニ
ト
マ

ト
・
ピ
ー
マ
ン
を
定
植
し
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
、
参
加
家
族
に
ほ
場

が
貸
し
出
さ
れ
、
水
や
り
や
草
抜
き

等
、
家
族
で
栽
培
管
理
す
る
方
式
を

と
っ
て
い
ま
す
。

野
菜
の
定
植
終
了
後
は
、『
き
ぬ

む
す
め
』の
田
植
え
を
し
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、
子

ど
も
た
ち
は
泥
ん
こ
に
な
っ
て
苗
を

植
え
て
い
き
ま
し
た
。

『
あ
ぐ
り
ス
ク
ー
ル
』は
、
今
年

で
13
回
目
を
迎
え
ま
す
。
食
農
教
育

の
一
環
と
し
て
、
稲
刈
り
体
験
や
牧

場
見
学
な
ど
地
域
の
農
業
を
学
ん
で

い
き
ま
す
。

次
回
は
、
牧
場
見
学
を
す
る
予
定

で
す
。
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千
両
箱

千
両
箱

ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス

温
泉
津
町
施
設
園
芸
組
合

は
6
月
25
日
、
温
泉
津
町
井

田
地
区
で
産
地
研
修
会
を
開

き
ま
し
た
。
各
市
場
担
当
者

が
参
加
し
、
今
年
の
メ
ロ
ン

の
出
来
を
確
認
し
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、
組
合
員
の

ハ
ウ
ス
を
数
カ
所
巡
回
、
市

場
担
当
者
は
、
今
年
の
生
育

温
泉
津
町
和
牛
改
良
組
合

は
6
月
28
日
、
同
町
の
共
進

会
場
で
、
第
14
回
温
泉
津
町

畜
産
共
進
会
を
開
き
ま
し
た
。

同
組
合
の
森
徳
行
組
合
長

は「
新
し
い
元
号
に
も
な
り
、

気
持
ち
を
新
た
に
頑
張
り
た

い
」と
語
り
ま
し
た
。

1
区
で
は
子
牛
9
頭
、
2

区
で
は
育
成
牛
5
頭
が
出
場

「
大
玉
で
質
の
い
い

メ
ロ
ン
が
で
き
て
い

る
」と
今
年
の
出
来

を
評
価
し
ま
し
た
。

ゆ
の
つ
メ
ロ
ン
は
、

７
月
３
日
か
ら
出
荷

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

子
牛
・
育
成
牛
の
審
査
を
体

験
。
子
ど
も
た
ち
に
、
地
元

の
畜
産
に
親
し
み
を
感
じ
て

も
ら
う
こ
と
が
狙
い
で
す
。

『
角
が
丈
夫
で
賞
』
や『
お

尻
が
つ
る
つ
る
で
か
わ
い
い

で
賞
』な
ど
、
ユ
ー
モ
ア
あ

ふ
れ
る
賞
を
命
名
、
生
産
者

に
手
作
り
賞
状
を
手
渡
し
ま

し
た
。

メロンの生育状況を確認する参加者

審査を体験する児童

市
場
関
係
者
が
今
年
の
出
来
を
評
価

● 

メ
ロ
ン
産
地
研
修
会

1
TOPICS

児
童
が
審
査
体
験

● 

第
14
回
温
泉
津
町
畜
産
共
進
会

3
TOPICS

の
収
穫
方
法
を
指
導
し
ま
し

た
。収

穫
作
業
後
は
、
調
整
作

業
も
体
験
。
児
童
と
一
緒
に

組
合
員
が
調
整
作
業
を
行
い

ま
し
た
。

ブ
ド
ウ
を
収
穫
し
た
児
童

は「
早
く
食
べ
た
い
」、「
お

い
し
そ
う
」と
歓
声
を
上
げ

ま
し
た
。

こ
の
収
穫
体
験
の
様
子
は
、

島
根
県
内
の
ニ
ュ
ー
ス
で
も

取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

大
田
市
ぶ
ど
う
生
産
組
合

が
６
月
13
日
、
鳥
井
町
の
認

定
農
業
者
で
あ
る
原
田
武

敏
さ
ん
の
ほ
場
で『
ブ
ド
ウ

の
栽
培
体
験
学
習
』を
開
き
、

同
校
の
１
～
４
年
生
36
名
の

児
童
が
参
加
し
ま
し
た
。

同
組
合
の
宅
和
健
さ
ん
、

原
田
武
敏
さ
ん
、
坂
根
拓
倫

さ
ん
、
小
野
健
さ
ん
、
島
根

県
農
業
普
及
部
職
員
、
大
田

市
職
員
、
Ｊ
Ａ
担
当
職
員
が

参
加
し
、『
デ
ラ
ウ
ェ
ア
』

収
穫
・
調
整
作
業
を
体
験

● 

鳥
井
小
学
校
児
童
が
ブ
ド
ウ
の
栽
培
体
験
学
習

2
TOPICS

状
況
や
今
後
の
天
候
な
ど
を

確
認
し
な
が
ら
、
組
合
員
と

情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

同
組
合
の
岩
倉
勝
政
組
合

長
は「
収
穫
の
時
期
が
間
近

に
迫
っ
て
い
る
。
温
度
管
理

等
、あ
と
1
週
間
が
重
要
だ
」

と
語
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
市
場
関
係
者
は

大田市ぶどう生産組合員の指導のもと、収穫体験をする児童

あぐりスクール入学式

し
、
1
区

で
は
厚
朴

邦
広
さ
ん

が
出
品
し

た『
あ
き
』

号
が
、
2

区
で
は
岩

倉
勝
政
さ

ん
が
出
品

し
た『
あ

じ
4
の

2
』号
が

首
席
と
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、

地
元
温
泉

津
小
学
校

の
1
・
2

年
生
が
、
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が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
、

田
原
会
長
が
再
任
さ
れ
ま

し
た
。

4
月
の
統
一
地
方
選
挙

で
は
、
農
業
者
・
農
村
の

現
場
の
声
を
的
確
に
反
映

す
る
と
し
て
、
農
政
会
議

推
薦
候
補
者
の
支
援
活
動

を
展
開
し
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
に
つ
い
て

も
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
連

携
し
た
政
策
確
立
対
策
、

農
業
農
村
地
域
作
り
対
策

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

６
月
24
日
、
久
手
町
に

て
、
ド
ロ
ー
ン
・
ラ
ジ
コ

ン
草
刈
り
機
の
実
演
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

県
内
の
生
産
者
、
関
係

機
関
職
員
約
１
３
０
名
が

出
席
し
ま
し
た
。

今
回
実
演
し
た
ド
ロ
ー

ン
は
、
島
根
県
内
で
は
初

め
て
披
露
さ
れ
る
㈱
ナ
イ

ル
ワ
ー
ク
ス
の
完
全
自
動

型
ド
ロ
ー
ン
で
す
。

石
見
銀
山
農
政
会
議 

（
以
下
、
農
政
会
議
）

は
6
月
11
日
、
Ｊ
Ａ
石

見
銀
山
地
区
本
部 

多

目
的
ホ
ー
ル
に
て
、
第

44
回
石
見
銀
山
農
政
会

議
通
常
総
会
を
開
き
ま

し
た
。

田
原
洋
司
農
政
会
議

会
長
は「
引
き
続
き
地

域
に
根
を
す
え
、
地

域
農
業
を
守
る
運
動
を

行
っ
て
い
き
た
い
」と

語
り
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
全
議
案

参
加
し
た
大
田
市
内
の

担
い
手
は「
最
新
機
器
と

い
う
こ
と
で
見
る
の
を
楽

し
み
に
し
て
い
た
。
今
後
、

導
入
で
き
れ
ば
散
布
も
楽

に
な
る
」と
語
り
ま
し
た
。

後
段
で
は
、
㈱
ク
ボ
タ

の
ラ
ジ
コ
ン
草
刈
り
機
が

披
露
さ
れ
、
参
加
者
も
操

作
し
ま
し
た
。

実
際
に
操
作
し
た
女
性

は「
楽
し
く
、
簡
単
に
操

作
が
で
き
た
」と
話
し
ま

し
た
。

況
な
ど
、
説
明
を
受
け
ま
し

た
。５

月
中
旬
以
降
の
高
温
に

よ
り
、
珪
藻
類
等
が
多
く
見

受
け
ら
れ
る
状
態
で
、
今
後

は
更
な
る
気
温
の
上
昇
に
伴

い
、
ほ
場
に
ガ
ス
が
発
生
す

る
こ
と
も
多
く
な
る
の
で
、

注
意
が
必
要
で
す
。

参
加
者
は
、
後
期
除
草
剤

の
使
用
方
法
や
薬
剤
選
定
等

を
質
問
し
、
良
質
な
水
稲
の

生
産
に
意
欲
を
燃
や
し
て
い

ま
し
た
。

田
市
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
注

目
さ
れ
て
い
る
の
で
、
期
待

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
頑
張
り

た
い
」と
抱
負
を
語
り
ま
し

た
。各

組
合
員
は
、
夏
の
高
温

対
策
方
法
や
病
害
虫
な
ど
積

極
的
に
意
見
交
換
を
行
い
、

更
な
る
品
質
向
上
に
向
け
て
、

意
欲
を
燃
や
し
て
い
ま
し
た
。

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
近
年
、

単
価
が
安
定
し
て
お
り
需
要

も
多
く
、
同
組
合
の
組
合
員

数
も
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
石
見
銀
山
地
区
本
部

で
は
６
月
３
日
か
ら
15
日
に

か
け
て
35
会
場
で
、
稲
作
夏

期
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

座
学
に
加
え
、
ほ
場
の
確
認

等
を
行
い
、
こ
れ
か
ら
の
水

稲
栽
培
管
理
に
つ
い
て
再
確

認
し
ま
し
た
。

６
月
10
日
に
は
、
富
山
町

の
下
才
坂
地
区
で
講
習
が
あ

り
、
生
産
者
８
人
が
参
加
し
、

Ｊ
Ａ
職
員
か
ら
稲
の
生
育
状

石
見
銀
山
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
生
産
組
合
は
６
月
21
日
、

現
地
巡
回
研
修
会
を
開
き

ま
し
た
。

組
合
員
11
人
の
ほ
場
を

巡
回
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
を
視
察
し
ま
し

た
。同

組
合
の
岩
﨑
勝
男
組

合
長
は「
各
組
合
員
の
い

い
と
こ
ろ
は
ど
ん
ど
ん
取

り
入
れ
て
い
き
た
い
。
大

アスパラガスを視察する組合員
ドローン実演の様子

JA職員から栽培管理について説明を受ける米生産者

総会で挨拶をする田原会長

省
力
化
へ
向
け
、最
新
機
器
披
露

● 

ド
ロ
ー
ン
・
ラ
ジ
コ
ン
草
刈
り
機
実
演
会

7
TOPICS

大
田
市
内
各
地
で
開
催

● 

稲
作
夏
期
講
習
会

4
TOPICS

更
な
る
品
質
向
上
を
図
る

● 

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
現
地
巡
回
研
修
会

6
TOPICS

田
原
会
長
が
再
任

● 

農
政
会
議
通
常
総
会

5
TOPICS
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■ 会　場 ■
大田中央支店 ☎0854-82-0105　大田北支店 ☎0854-82-7333　大田東支店 ☎0854-82-8514

ＪＡとのお取り引きは
これから

というお客様もお気軽
にご来店ください！

ローンに関する
ご相談をいただいた方へ

よりぞう
トートバック
プレゼント

※JA住宅ローンのご利用に際しては、組合員加入のための出資が必要となります。
※印紙税が別途必要となります。

年

年

年0.1％

詳しい情報はインターネットからもお調べいただけます。 JAバンクしまね 検索

お借入期間は最長10年

下記
①～③の
いずれかに
該当する
方は

下記
①～③の
いずれかに
該当する
方は

下記
①～③の
いずれかに
該当する
方は

下記
①～③の
いずれかに
該当する
方は

①子育て応援サービス対象の方　②当ＪＡに給与または年金の受取口座を指定いただいている方
③当ＪＡで年金受取をご予約いただいた方

金利引下げ 金利引下げ

あらかじめご利用枠をご契約いただくことで、
必要な時に簡単なお手続きでお借入れいただけます。

住宅
ローン

マイカー
ローン

教育
ローン

品切れの場合は
他の粗品に
かえさせて
いただきます。
写真はイメージです。

Ⓒよりぞう

7/28
9:00-15:00

7/28
9:00-15:00 日
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このページは皆様のお便りが頼りです。

お便りお待ちしております♪

■
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
庭
先
で
、
植
木
鉢
で
育
て
て
い
ま

す
。
ヒ
ヨ
ド
リ
が
ネ
ッ
ト
を
く
ぐ
っ
て
食
べ
に
来
る
の

で
、
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。�

（
I
さ
ん
）

■
み
ょ
う
が
の
レ
シ
ピ
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
嬉
し
く
思

い
ま
し
た
。（
い
つ
も
使
い
方
が
分
か
ら
な
か
っ
た
の

で
…
。）「
八
方
漬
」も
美
味
し
そ
う
な
の
で
、
作
っ
て

み
た
い
で
す
。�

（
O
さ
ん
）

■
完
熟
梅
で
梅
ジ
ャ
ム
を
作
り
ま
し
た
。
甘
酸
っ
ぱ
く
、

パ
ン
に
つ
け
た
り
、
生
野
菜
に
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
と
し
て

利
用
し
て
も
美
味
し
い
で
す
よ
。�

（
I
さ
ん
）

■
毎
月
、
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
外
務
員
の
方
が

配
達
し
て
く
だ
さ
る
の
で
、
助
か
り
ま
す
。
孫
に
は
、

「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
」を
購
読
し
て
や
っ
て
い
ま
す
。
野
々

村
直
通
先
生
の
表
紙
は
、
な
か
な
か
の
も
の
で
す
ね
。

島
根
だ
か
ら
こ
そ
、
毎
月
見
ら
れ
ま
す
よ
ね
。
先
般
、

テ
レ
ビ
出
演
さ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。
と
て
も
興
味
深
く
、

楽
し
く
、
観
ま
し
た
。�

（
H
さ
ん
）

■
い
つ
も
楽
し
く
読
ま
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
6
月

号
の「
地
サ
ン
地
シ
ョ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
」は
、
い
い
企

画
だ
と
思
い
ま
す
。
作
り
方
な
ど
分
か
り
や
す
く
、
毎

回
、
楽
し
み
で
す
。�

（
M
さ
ん
）

■
今
年
も
暑
く
な
り
そ
う
で
す
ね
。
暑
く
な
る
と
、
食

欲
が
な
く
な
り
ま
す
。
ミ
ニ
ト
マ
ト
に
砂
糖
を
適
量
ま

ぶ
し
て
し
ば
ら
く
置
く
と
、
美
味
し
く
な
り
ま
す
。
ぜ

ひ
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

夏
野
菜
が
美
味
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

�

（
I
さ
ん
）

■
今
年
は
、
玉
ね
ぎ
も
ダ
メ
だ
っ
た
。
じ
ゃ
が
い
も
も
、

今
の
と
こ
ろ
ダ
メ
み
た
い
。
お
天
気
の
せ
い
に
し
た
く

は
な
い
の
で
す
が
、
来
年
は
上
手
に
作
り
た
い
と
、
今

か
ら
思
っ
て
い
ま
す
。�

（
H
さ
ん
）

だ
ん
だ
ん
と
蒸
し
暑
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

外
で
作
業
を
し
て
い
る
と
、
滝
の
よ
う
に
汗
が
出
て

き
ま
す
。

　

無
理
せ
ず
、
エ
ア
コ
ン
を
つ
け
て
し
っ
か
り
睡
眠
を

と
り
な
が
ら
、
こ
の
暑
さ
を
乗
り
切
り
た
い
も
の
で
す
。

読 者 コ ー ナ ー

「９月のふれあいの日」 変更のお知らせ
「９月のふれあいの日」の日程が下記のとおり変更となります。
皆様にはご迷惑をおかけいたしますが、何卒ご理解賜りますようお願い申し上げます。

JAカレンダーの日程の変更等、よろしくお願いいたします。

９月18日（水）～19日（木）
【変更前は、9月11日（水）～12日（木）】
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院
　
長

福ふ
く

田だ

　
亮り

ょ
う 

先
生

医
療
法
人 

郷
原
医
院

石見銀山地区本部管内 ６月子牛市場ランキング  ベスト 5（本人取り除く）

６月子牛市場の成績表 （本人取り含む・金額は税込）

種別 市場 取引頭数 最高価格 最低価格 平均価格 対前月 対前年同月 平均体重 平均日齢

メス
管内 20 1,150,200 428,760 656,532 -51,273 106,863 278 278
中央 119 1,666,440 428,760 689,703 -23,841 84,543 287 283
県 119 1,666,440 428,760 689,703 -5,590 84,543 287 283

ヌキ
管内 22 900,720 599,400 758,553 -33,830 -8,472 309 273
中央 157 941,760 43,200 757,981 -66,396 -38,960 303 274
県 157 941,760 43,200 757,981 -51,495 -38,960 303 274

【ヌキ】 【メス】

逢お
う

魔ま

が
時と

き

妖
怪
な
ど
と
遭
遇
し
や
す
い
薄
暮
の

夕
暮
れ
時
を
意
味
す
る
言
葉
だ
そ
う
で

す
。
医
療
の
世
界
で
も
昔
か
ら『
逢
魔

が
時
』と
い
う
言
葉
を
聞
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
諸
々
の
事
情
で
十
分

な
医
療
を
提
供
で
き
な
い
時
間
が
出
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
ス
タ
ッ
フ
の
数
が

少
な
く
な
る
、
疲
労
が
溜
ま
り
集
中
力

が
低
下
す
る
等
々
、原
因
は
様
々
で
す
。

こ
う
い
う
こ
と
を
専
門
に
研
究
す
る
学

問
も
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
医
療
機
関

で
の『
逢
魔
が
時
』は
、
診
療
終
了
間

際
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
診
療
終
了
間
際

に
は
、
ス
タ
ッ
フ
も
日
勤
ほ
ど
の
人
数

も
な
く
、
使
用
す
る
機
器
な
ど
も
限
ら

れ
て
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
大
き
な
病
院

や
救
急
外
来
で
も
同
じ
こ
と
で
す
。
ま

た
、
翌
日
の
準
備
な
ど
、
他
の
業
務
も

入
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
終
わ
り
間
際

に
行
っ
て
、
掃
除
が
始
ま
っ
て
い
た
と

い
う
経
験
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
職

種
に
依
ら
ず
疲
労
す
る
と
、
集
中
力
が

低
下
す
る
こ
と
は
常
識
で
す
。
私
自
身

は
、
終
了
間
際
に
集
中
力
の
低
下
は
感

じ
ま
せ
ん
が
、
残
り
30
分
で
ま
だ
初
診

患
者
さ
ん
と
定
期
通
院
の
人
が
数
人

残
っ
て
い
る
と
、「
時
間
内
に
終
わ
ら

な
い
」と
い
う
焦
り
は
感
じ
ま
す
。
何

事
も
急
か
さ
れ
る
状
況
で
は
、
十
分
な

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
特
に
、
医
薬
分

業
で
薬
は
薬
局
で
貰
う
の
で
す
が
、
薬

局
も
24
時
間
営
業
で
は
な
い
の
で
、
閉

ま
る
ま
で
に
処
方
箋
を
出
さ
な
い
と
薬

が
出
ま
せ
ん
。
ま
た
、
終
了
間
際
の
患

者
さ
ん
と
い
う
の
は
、「
明
日
ま
で
待

て
な
い
か
ら
来
る
」人
が
多
い
の
で
、

手
ぶ
ら
で
は
帰
れ
ま
せ
ん
。
時
間
的
、

物
質
的
に
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
の
診

療
が
、
余
裕
の
あ
る
時
間
内
の
診
療
と

は
異
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
想
像
に

難
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が『
逢
魔
が

時
』の
意
味
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
い

つ
も
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
い
と
思
う
こ
と

は
、
突
発
的
な
発
病
を
除
き
、
朝
か
ら

調
子
が
悪
か
っ
た
と
か
、
昼
か
ら
寝
て

様
子
を
見
て
い
た
と
か
、
少
な
く
と
も

「
早
く
病
院
に
行
け
る
可
能
性
が
あ
っ

た
」な
ら
、
是
非『
逢
魔
が
時
』に
な

る
ま
で
に
、
医
療
機
関
を
受
診
す
る
よ

う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
点
で

す
。
こ
れ
は
病
院
の
レ
ベ
ル
、
規
模
を

問
い
ま
せ
ん
。

▶
夏
の
暑
さ
に
負
け
な
い
よ
う
に
頑
張
り

ま
す
。

▶
来
月
も
頑
張
り
ま
す
。

ヌ
キ
最
高

メ
ス
最
高

三
瓶
町
志
学

高
田　
　

駿 

さ
ん

水
上
町㈱

大
田
原
農
場

令
和
元
年
６
月
19
日

順位 地 区 氏　名 体重 日齢 父 祖父 祖祖父 祖々祖父

1 志学 高田　雅晴 353 282 百合茂 安福久 第1花国 平茂勝

2 久手 川上　　泉 346 273 勝乃幸 安福久 百合茂 茂重桜

3 仁摩 林　　泰三 313 287 美津照重 安福久 平茂勝 糸晴波

4 静間 川上　　隆 309 276 久茂福 勝忠平 平茂勝 神高福

5 山口 石橋　秀幸 296 263 元白鵬 星乃郷 勝安竜 藤桜

順位 地 区 氏　名 体重 日齢 父 祖父 祖祖父 祖々祖父

1 水上 ㈱大田原農場 277 298 安福久 勝忠平 平茂勝 紋次郎

2 水上 ㈱大田原農場 316 293 美国桜 勝忠平 安糸福 平茂勝

3 志学 高田　雅晴 307 282 百合茂 安福久 第1花国 平茂勝

4 久手 ㈱農援隊清滝牧場 296 300 光安茂 福平高 北国7の8 紋次郎

5 仁摩 林　　泰三 316 290 美津照重 勝忠平 茂重桜 糸光
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ＪＡしまね　石見銀山地区本部からのお知らせ

この度、平成29年産飼料用米の最終精算を実施いたしました。
この最終精算結果につきまして、以下のとおりご案内申し上げます。
各生産者様の精算内容につきましては、「平成29年産飼料用米精算通知書」にてご案内させていただいて

おりますので、そちらをご確認ください。

平成29年産飼料用米共同計算に係る精算結果
銘　柄 飼料用米
形　態 玄　米

共計対象数量（kg） 306,841㎏ １kg当たり

費
　
目

収
　
入

販売代金 7,301,568円 23.80円
その他収入 407,454円 1.33円
合計　Ａ 7,709,022円 25.12円

支
　
出

概算金償還 2,608,152円 8.50円
流通・保管等に係わる経費 2,544,027円 8.29円
手数料 107,394円 0.35円
生産・集荷・販売等に係る経費 403,296円 1.31円
その他支出 0円 0円
合計　Ｂ 5,662,869円 18.45円

収入－支出　Ｃ＝Ａ－Ｂ 2,046,153円 6.67円
前期繰越　Ｄ 8円 0円
地区本部手数料（7.7％）　Ｅ 562,213円 1.83円
精算　Ｆ＝Ｃ＋Ｄ－Ｅ 1,483,948円 4.83円
生産者へ精算　Ｇ 1,483,948円 4.83円
翌期繰越　Ｈ＝Ｆ－Ｇ 0円 0円
生産者手取額（推定）Ｉ＝概算金償還＋Ｇ 4,092,100円 13.33円

平成29年産飼料用米生産者の皆様へ

■お問い合わせ■　JA農産課　☎0854-82-1014

JA生活典礼課
☎0854-84-9071
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提供：石見銀山産直出荷者協議会

年金無料相談
複雑な年金手続きのお手伝いをいたします。
どなたでもお気軽にご来店ください。

※時間は９：00 ～ 15：00

7月28日（日）JA温泉津支店�☎0855-65-2235

JAグリーンおおだ

8月は、休まず営業いたします。
・毎月５のつく日はポイント５倍！
・毎月０のつく日は玉子が半額！
・毎週火曜日は火曜均一セール！
・毎週木曜日は午後４時から夕方市！

　食育インストラクターの山田さんが、イラストいっぱい
のメニューを作ってくださいました。今回は、イラスト付
きで掲載いたします。

食育インストラクター
　山田　彰子さん

「子どもの野菜嫌い克服メニュー」
今月の料理
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